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 経 営 方 針  

（１） 基 本 方 針  

当社は、平成 27 年３月、北しなの線の開業にあわせ、平成 25年３月に策定した第

三次中期経営計画を見直し、北しなの線の経営に係る項目を盛り込んだうえで、平成

27 年度から 29年度までを計画期間とする改訂版（第三次中期経営計画２ｎｄステー

ジ）を策定し、各施策を実施してまいりました。 

平成 27 年度は、北陸新幹線が金沢まで延伸した直後の期間であり、また、４月５

日から５月 31 日には善光寺御開帳が開催され、県内外から多くのお客様が長野を訪

れました。平成 28 年度も、ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」の放映、Ｇ７長野県・軽井

沢交通大臣会合、信州デスティネーションキャンペーンプレキャンペーン等が開催さ

れ、全国的にも注目され、多くのお客様が沿線地域を訪れることが予想されます。 

取り組むべき課題として、安全面では、事故の未然防止に向け全社員の安全意識の

高揚を図るとともに、老朽化した施設・設備を計画的に更新していく必要があります。 

経営面では、沿線人口の減少、とりわけ、高校の募集定員の減少が続いており、通

学定期を中心に利用者数の減少が見込まれます。このため、生活路線としての利便性

向上や地域と連携した利用促進に努める必要があります。 

サービス面では、より快適で質の高いサービスの提供により、お客様満足度の一層

の向上に努めるとともに、駅やホームページに寄せられるお客様の声を適切に反映し

改善に結びつけていく必要があります。 

以上の状況を踏まえ、平成 28 年度の経営基本方針を次のとおりとします。 
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■ よ り 高 い レ ベ ル の 安 全 を 徹 底 的 に 追 及 

■ 北 し な の 線 の 安 定 的 経 営 の 確 立 

■ 地 域 に 軸 足 を 置 い た 新 た な 営 業 戦 略 の 構 築 

■ 「し な の 鉄 道 ブ ラ ン ド 」 の 基 盤 づ く り 

   ～お客さまサービス、５Ｓ活動の取り組み強化～ 

■ Ｐ Ｄ Ｃ Ａ の 徹 底 し た 実 施 

 

 

（２）重 点 項 目  

上記の基本方針に基づき、中期経営計画の目標達成に向けて確実に進むための平成

28 年度の重点項目を次の５項目とします。 

◆   輸 送 の 安 全 ・ 安 定 確 保 

◆   北 し な の 線 の 安 定 的 経 営 の 確 立 

◆   地域との共生・連携に軸足を置いた新たな営業戦略の構築 

◆   顧 客 満 足 度 の 向 上 

◆   経 営 体 質 の 刷 新 

平成 28 年度は、基本方針及び重点項目からなるこの経営方針の下、次に掲げる様々

な施策を確実に実行していくことにより、中期経営計画に掲げた目標の達成と更なる

成長を目指し、全社一丸となって取り組んでまいります。 
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２. 重 点 施 策 

（１）輸送の安全・安定確保 

ア.安全管理体制の強化 

・総合的なリスクマネジメントを実行する場である「安全推進委員会」における取り組

みを通じ、安全に関する情報の全社的な共有を図り、事故の再発防止策や未然防止

策の策定を行い、輸送の安全水準の維持・向上に努めます。 

・訓練会、安全大会の充実を図り、「気づく力」の醸成、「考える力」の強化を図り、

社員一人一人の安全意識の向上を図ります。 

イ. 安全運行体制の確立 

・請負工事会社を含めた安全管理体制の下、安全対策が確実に実施されているか検

証を行うなど、一体となって安全性の向上に取り組みます。 

・添乗強化、現車訓練の実施等により、乗務員の「事故防止意識・知識・技量」の

向上を図ります。 

・事故情報、他山の石の活用による「再発防止」とヒヤリ・ハット情報の収集・分

析による「未然防止」に取り組み、ヒューマンエラーによる事故を撲滅します。 

ウ. 施設・設備等の安全性の向上 

・老朽化が進んでいる施設・設備や構造物について、国や自治体の補助制度を活用し、

計画的に改修・修繕工事の実施と各種保守点検等の定期的実施による安全性の向上

を図ります。 

・老朽化が進む 115 系車両の更新計画を策定します。 

エ. 自然災害等への対応 

・耐震診断結果を基に、輸送等に対する重要度及び老朽化の進捗状況を判断し計画的

に耐震補強を進めます。 

・自然災害や事故のみならず、テロや感染症等も含めた緊急事態に適切に対応する

ため、事業継続計画（ＢＣＰ）の策定をはじめ総合的な危機管理体制の構築を進め

ます。 

（２）北しなの線の安定的経営の確立 

ア. 安全・安定輸送に向けた体制の構築 

・27 年度冬期体制における課題を抽出し、次期に向け万全の準備を進めます。 

・指令員の添乗や現地踏査を強化するなど、線形、設備状況、地形等を詳細に把握
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し、適確な指令業務に繋げます。 

イ. 施設・設備の整備 

・施設・設備や構造物について、開業後１年間の実態把握を踏まえて、国や自治体の

補助制度を活用し、計画的に改修・修繕工事を実施し、安全性の向上を図ります。 

・木マクラギを順次コンクリートマクラギに計画的に更新し、交換周期の延伸を図

ります。 

ウ. 利用促進に向けた取組 

・北しなの線運営協議会をはじめ沿線地域の利用促進団体と連携し、沿線の資源を活

かした事業に取り組みます。 

・開業１周年記念イベントの開催や、沿線の学校と連携した新たな観光スポットの発

掘に取り組みます。 

・沿線の観光情報、イベント情報について、ホームページでの発信を充実しＰＲを

図ります。 

エ. 広域的な観光ゾーンを視野に入れた営業戦略の構築 

・沿線地域や他の交通機関と連携した企画きっぷを発売し、新たな需要の掘り起し

を行います。 

・沿線地域の魅力の掘り起しとろくもん北しなの線乗り入れ企画を催行するなど、

ＰＲを積極的に図り利用促進に繋げます。 

 

（３）地域との共生・連携に軸足を置いた新たな営業戦略の構築 

ア.営業力の強化   

 ・新たな自社駐車場の整備を進め、パーク＆レールライドの推進を図ります。 

 ・営業収入の確保、お客様の利便性向上に向け、駅構内の既存店舗の見直しや新規

店舗の誘致を進めます。 

・ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」の放映、Ｇ７長野県・軽井沢交通大臣会合、信州デ

スティネーションキャンペーンプレキャンペーンに合わせ、沿線自治体、関係団体

及び他の交通機関と連携した企画商品の開発を行い、新たな需要を創出します。 

・ろくもんの収益力アップや業務の効率化に向け、運行計画を総合的に見直すとと

もに、旅行代理店への営業、インバウンド営業を強化します。 
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イ. ろくもんと沿線地域の連携強化   

・沿線地域の魅力をより堪能していただけるよう、地域と連携した新たな商品開発

を行い観光列車としての魅力アップに努め、新たな顧客の掘り起し、リピーターの

確保を図ります。 

・ろくもん企画列車を催行するとともに、貸切団体列車（マイレール）としての活

用を促進し、沿線地域の魅力についてＰＲを図り、利用促進に繋げます。 

・ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」の放映、Ｇ７長野県・軽井沢交通大臣会合、信州デ

スティネーションキャンペーンプレキャンペーンと絡めた活用を進めます。 

ウ. ファンクラブの充実強化 

・イベント参加、会報誌を通じた会員とのコミュニケーション強化を図るとともに、

会員特典の見直しを行い入会を促進します。 

エ. 情報発信の充実 

・沿線の観光情報、イベント情報について、ホームページでの発信を充実しＰＲを

図ります。 

・ろくもん商品情報について、メディア向けＰＲを積極的に行います。 

オ. 地域と連携したイベント 

・お客様や地域の皆様への感謝イベントを引き続き開催するとともに、駅や列車を

活用したイベントや物販を拡充します。 

カ. 利用促進に向けた取り組み 

・新幹線や他線区との接続など、お客様のニーズに合わせたダイヤ編成に向け、利

用実態の把握に努めます。 

・多客期については、利用ニーズに合わせて臨時列車を運行します。 

・しなの鉄道活性化協議会、北しなの線運営協議会をはじめ沿線地域の利用促進団

体と連携し、沿線の資源を活かした事業に取り組みます。 

また、軽井沢・小諸間列車増発実証運行を引き続き実施します。 

キ. 地域社会への貢献 

・地域に生きる企業として、地域の美化活動への積極的な参加や地域イベントへの

協力などを通じて、沿線地域に貢献します。 
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（４）顧客満足度の向上 

ア. お客様サービスの向上 

・「お客さまサービスガイド」の活用と定着化を図り、より高いレベルのサービスが

提供されるよう取り組みます。 

・各駅に設置した「お客さまの声ボックス」やホームページに寄せられたお客様か

らの意見や要望を社内的に共有し、積極的に改善に取り組みます。 

・高齢者や障がい者など介助を必要とされるお客様へ、よりきめ細やかなサービス

が提供できるよう、体制の整備、社員のスキルアップを図ります。 

・海外からのお客様が安心して利用できるよう、駅案内の多言語表記化に取り組み

ます。 

イ. 魅力ある駅づくり 

・地域と連携して駅スペースを活用したイベントを開催するとともに、地元農産物・

特産品等の販売を行うなど、駅が「まちのステーション」として地域の交流スペー

スや情報発信の拠点となるよう活用を進めます。 

【主なイベント等】 

・季節にあった飾り付け（七夕、ハロウィン、クリスマス）、花壇整備 【各駅】 

・停車場ガーデンでのコンサート 【小諸駅】 

・「真田の郷」駅づくり、真田丸関連コーナーの設置 【上田駅】 

・千曲市マルシェ号催行 【戸倉駅】 

・「ウエルカム三才児プロジェクト」への協力 【三才駅】 

  ・長野県の玄関口であり、ろくもんの出発駅でもある軽井沢駅の魅力アップに向け、関係

機関と検討を進めます。 

ウ. 駅のバリアフリー化 

・高齢者や障がい者の方などが安心して駅を利用できるよう、エレベーター設置な

どバリアフリー化を進めます。 

 

（５）経営体質の刷新 

ア. ５Ｓ活動の継続実施 

・３年目を迎える５Ｓ活動については、日常活動として更に定着するよう取り組み 
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を進め、お客様が駅を快適にご利用いただけるよう取り組みます。 

・５Ｓ活動の中で気づく業務上の課題を解決するため、研修を行い、各職場で業務

改善活動に取り組みます。 

イ. 新人事制度の導入 

・社員一人ひとりがその能力を十分に発揮し、経営目標の達成に向けて主体的に  

行動でき、さらには働き甲斐を実感できる人事制度の導入を目指します。 

・導入に当たっては、資格等級、評価、給与、人材育成及び目標管理からなる総合的

な制度とします。 

・導入に際し、全社員に周知・徹底を図るとともに、評価者研修等を実施し適切な

運用を図ります。 

ウ. 人材の育成 

・適正な定数管理と長期的な要員計画に基づく要員運用を行い、効率的な業務遂行

と計画的な人材の育成を図ります。 

エ. 管理会計の強化 

・駅で管理可能な収支をブロック別に集計し、効果的・効率的な経営管理に努めま

す。 

オ．業務委託の効率化 

・車両の全般検査及び重要部検査の周期及び材料支給方法等を見直し、業務の効率

化を図ります。 

 

３. 計 数 計 画  

平成 28 年度の計数計画は、別紙「総合予算」（損益予算、設備投資予算、資金予算）

及び 「キャッシュフロー」予算のとおりです。 

 

４. 借 入 限 度 額 

  平成 28 年度の借入限度額を、次のとおりとする。調達方法については、代表取締

役に一任する。 

設備投資資金  500,000 千円 

 














